
リニア中央新幹線開業を見据えたまちづくりと連携し、
運河の魅力と回遊性を高めます！

にぎわい施設の誘導

中川運河の沿岸用地を活用し、
にぎわい施設を誘導。水辺にレ
ストランや喫茶店などが徐々に
立地し、運河を眺めながらゆっ
たりと過ごすことができる。

緑地・プロムナードの整備

水辺への緑地の整備や水環境の
改善を実施。親水性や回遊性を
高めるため、にぎわい施設や緑
地をつなぐプロムナード(遊歩
道)・アクセス整備に着手。

【にぎわいゾーン】

運河の歴史や文化・芸術を楽しむ市民活動の継続的な実施を通じ、都心地域に

集まる人びとが訪れたくなるようなエリアの形成を目指す。

（令和5年10月 中川運河再生計画更新版 策定）

【今後の動き】
中川運河再生計画更新版に基づき、にぎわい
施設の誘導を図るための具体的な方策の整理
や、水辺を活かした民間まちづくりに対する
新たな支援制度の構築・運用を行う。
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堀止地区での拠点づくり

市有地を活用し、水上交通と連
携したにぎわい施設の民間事業
者の公募を行い、令和5年9月に
事業者を決定。大屋根やホテル、
広場等を整備し、令和8年3月ま
でに開業予定。

松重閘門の保存・活用

かつて堀川との船での行き来に
使用されていた松重閘門。昭和
43年に閉鎖されたが、市民の強
い要望を受けて水門塔を保存し
ており、夜間はライトアップを
行っている。現在、閘門の利活
用に向け検討を行っている。

市民交流・創造活動への支援

中川運河を舞台に様々な人が多
彩なアートプログラムを展開。
アートへの助成事業「ARToC10」
を実施し、地域の人がアートの
創作活動に参加するなど、つな
がりも生まれ、継続的な事業展
開を促進。

バーミキュラ ビレッジ

珈琲元年 中川本店

堀止緑地

中川運河キャナルアート

ⓒJunichi Takahashi

今井智景
「シネクドキズム2～
人と神社と運河をつなぐ」

官民連携まちづくりの将来イメージ

本市と名古屋港管理組合による

沿岸用地の土地利用転換に向け

た枠組みづくりと取組の具体化

倉庫利用から

にぎわい利用への転換
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民間事業者による事業展開

（想定する事業）

・プロムナードへの接続空間の整備

・倉庫等の既存建築ストックの活用

・アートイベントの実施 等
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●民間まちづくりを支援

するファンドの創設

●中川運河再生プラット

フォームの拡充
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令和６年度に社会実験を実施
（イルミネーション等によるにぎわ
い創出）

Ｒ６年度の取り組み 【３ヶ所の拠点形成に向けた社会実験】
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昼夜を問わず幅広い客
層が訪れたくなる場

拠点①
堀止エリア

拠点③
ＰＡＬＥＴ．ＮＵ

多様な主体の交流に
より新たなにぎわい
が生まれる場

運河再生の核となる拠点形成に向けて、3ヶ所で社会

実験を実施し、官民連携まちづくりへつなげていく

１．３ヶ所の拠点形成

拠点②
松重閘門エリア

歴史資産を活かした
目的地となる場

にぎわい
ゾーン

（整備済み）

【代表法人】名古屋ステーション開発㈱

【構 成 員】中部土木株式会社

㈲マル・アーキテクチャ

【事業期間】30年

みなと緑地ＰＰＰの活用を視野に
入れたにぎわい創出を検討し、幅
広い客層が訪れる拠点を整備

ホテル/キャナルルーフ

【堀止緑地の高質化】

堀止緑地

開発エリア

２．堀止エリア

【目的】 認知度向上/機運醸成

【結果】･参加者 約900人/9割が満足「楽しく学べた」

･堀止－松重クルーズ(有料) 乗船率 約76％（550人)

【効果】･地域との信頼関係の構築

「社会実験は評価できる」「継続してほしい」

･民間事業者等から視察等の申入れ(参入可能性の検討)

中川運河－堀川の通船機能を果たしてきた松重閘門
(市文化財)や松重ポンプ所など歴史資産を活かした目
的地となる場

松重閘門・松重ポンプ所

民間活用も含めた松重閘門エリアの賑わい創出
に向けて取組を推進

令和６年度に社会実験を実施

（ガイドツアー/クルーズ/飲食のイベント）

多様な主体が交流し、
運河の賑わいを創出
する拠点の形成を推進

水辺コンサートPALET.NU

賑わう場や地域活動が継続的に発展する拠点の確保

【目的】 拠点形成に必要な要件等の整理/機運醸成

【結果】 来訪者 約1,000人(稼働２か月) / 施設利用率 約９割

【効果】･拠点活動の実施を通じて地域内外の交流が活性化

･地域から継続的に賑わう場として期待

･沿線企業からの協賛・協力など地域一体の機運が向上

･エリア内外からの参画により活動が拡大・発展

令和６年度に社会実験を実施

（地域等と賑わいを創出する暫定拠点の整備）

３．松重閘門エリア

４．PALET.NU

飲食/イベントビーチ

運河の玄関口として、都心から人を呼び込み、昼夜

問わず幅広い客層が訪れたくなる場

令和８年春開業を
目指して工事着手

水上イルミネーション

【市民団体によるにぎわい活動の促進等】
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松重ポンプ所ガイドツアー クルーズ・SUP

建築系愛知17⼤学
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